
環境ニュース（士幌町環境マネジメントシステム） ２号

～ 環境に優しい士幌町を目指して ～

ここでは役場で行っている環境マネジメントシステムの具体的な取り組みを紹介します。

※エコアクション（環境活動）部門

１．ごみの分別と排出量の計測

《可燃ごみ》

《不燃ごみ》 分別の仕方は、皆さんが普段行っている

《プラごみ》 ごみの分別方法と同じです。

《資源ごみ》
◎ 古紙

・ チラシ類、新聞、本、ダンボール等は、必ず古紙回収に出す。

・ メモ紙等の小さい紙は封筒や箱にまとめ、古紙回収に出す。

・ シュレッターを使用する場合は、裁断する紙の重量を計測する。

◎ 飲料容器

・ 缶・ビン、ペットボトル、牛乳パックは、資源ゴミとして分別し、リサイクルに出す。

・ 近くに資源物の回収ステーションが無い出先職場の場合は、事務連絡などで本庁に来るときに、本庁

内の回収ステーションを利用し、絶対に廃棄処分はしない。

分別した物は排出量を各課で測定し集計しています。

平成 18年度 ごみ排出量 平成１８年度４～６月実績

月 燃 え る燃えないプラ資源 古紙 段ボール新 聞雑 誌 類ｼｭﾚｯﾀｰ紙 資 源カ ンﾍﾟｯﾄﾎ゙ ﾄﾙ 計

４ 154.4 123.6 38.8 479.5 146.3 43.1 761.2 546.9 1,977.0 78.7 7.3 2,379.7

５ 225.1 31.6 36.7 289.6 82.4 75.5 381.3 485.3 1,314.1 27.2 5.1 1,639.8

６ 224.5 78.6 49.5 361.3 89.6 55.6 336.9 303.9 1,147.3 89.0 21.1 1,610.0
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合 計 604.0 233.8 125.0 1,130.4 318.3 174.2 1,479.4 1,336.1 4,438.4 194.9 33.5 5,629.5

単位㎏役場ごみ記録



電気、ガス、水道、灯油、ガソリン・軽油もごみと同様に使用数量を記録しています。

コピー用紙は、グリーン購入の物を購入し毎月の用紙の枚数を記録しています。

２．公用車の排気ガスによる環境影響の軽減するために、

①アイドリングストップ

②急発進、空ぶかしを避け燃費の向上に努める。

③公用自転車の使用（自転車についてはリサイクルの物です）

役場や福祉センター、総合研修センターなどの移動には自転車を利用する。

３．職員一人ひとりが環境影響に配慮し毎月２５日を「ノー・マイカー・デー」とし出来るだけマイカーでの通勤を

避 けCO2の削減を図っています。
４．庁舎内の関係機関についても同様に取り組んでもらいます。

５．庁舎に出入りする業者へも環境について配慮、協力を職員が口頭で呼びかけています。

アイドリングストップなど庁舎内では職員と同様の取り組みをしてもらいます。

エコアクションについては以上の取り組みを行っています。

次回は、エコマネージメント部門について紹介していきます。

詳しくは士幌町のホームページに載っていますので参照ください。

ホームページ http://www.shihoro.jp/hp/EMS/index.shtm

平成１８年７月６日（公用自転車の設置）


